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	応用
	抗原情報
	背景
	リガンドが結合すると、2 つの II 型膜貫通型セリン/スレオニンキナーゼと 2 つの I 型膜貫通型セリン/スレオニンキナーゼからなる受容体複合体を形成します。II 型受容体は I 型受容体をリン酸化して活性化し、I 型受容体は自己リン酸化した後、SMAD 転写制御因子に結合して活性化します。TGF-β の受容体です。アクチビンにも結合する可能性があります。TGF-β ファミリーのリガンド BMP9/GDF2 および BMP10 の I 型受容体であり、正常な血管発達の重要な制御因子です。リガンドが結合すると、2 つの II 型膜貫通型セリン/スレオニンキナーゼと 2 つの I 型膜貫通型セリン/スレオニンキナーゼからなる受容体複合体を形成します。II 型受容体は I 型受容体をリン酸化して活性化し、I 型受容体は自己リン酸化した後、SMAD 転写制御因子に結合して活性化します。アクチビンにも結合する可能性があります。
	研究分野
	サイトカイン-サイトカイン受容体相互作用;TGF-β;
	画像データ
	

	(1) Jurkat細胞溶解物、(2) マウス腎臓溶解物、(3) ラット腎臓溶解物におけるACVRL1発現のウエスタンブロット解析。

